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 本日の例会  

 創立 40 周年記念誌について 
  ～井上名誉会員、田中元会員をお招きして～ 
          西溪光照 40 周年記念委員長

 次の例会  11 月 11 日（木） 
 「オフィスコーヒーサービス」3 つのサービスポイ

ントについて ㈱ユニマット 西様 
 先週の例会記録   10月 21 日（水） 
◇卓話 会員リレー卓話① 中條会長から竿本幹事

へバトンが渡されました。 
◇ビジター ございません。 
◇出席報告  
会員数 15 名（名誉会員 1 名、出席免除会員 2 名）

 本日出席 （10/21) 7 名  46.67  % 
 先々週出席 (10/7) 12 名  100  % 
◇Ｓ．Ａ．Ａ．           主井知子 

 中 弘君 妻の誕生日祝の御礼を忘れておりまし

た。岩橋本博君 ただ今「キンエン中」６ヶ月と

10 日目です。主井知子君 本日のコーヒータイム

代金として。 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

環境省では暖房時に室温20℃で⼼地良く過ごすことのできる

ライフスタイル「WARM BIZ」（ウォームビズ）を推進してい

ます。ご協⼒頂をお願い致します。担当窓⼝ 主井知⼦ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

10 月 29 日（木曜日）18：00～割烹「華新」で最後の

夜間例会を開催。都合により次月からは「陣」に場

所を替えて開催予定です。昼間の例会にお越しにな

れないメンバーと仲間と和気藹藹にひと心地つきた

いメンバーの集いの機会としてこれからも同様に開

催させて頂ければと思います。今後ともどうぞよろ

しくお願い申し上げます。 親睦活動委員会一同 

＊会長報告＊          中條剛司 
過日和歌山中ＲＣ創立 30周年記念式典に竿本幹事

と出席させて頂きました。姉妹クラブとの交流が

盛んで大変立派な事業をされていると感じまし

た。当クラブにとりましても参考にさせて頂くと

ころが多々あり有意義な経験をさせて頂きまし

た。地区より多数のメールが配信されて参りまし

たがその中で辻アクティングガバナーが 2015 年

10 月に開催されたＲＩ理事会において 2015-16 年

度 2640 地区ガバナーとして承認されました。との

ご連絡がありました。詳しくは後程のリレー卓話

の際にお話しさせて頂きます。 
＊幹事報告＊          竿本秀雄 
本日の臨時理事役員会の検討事項：地区大会実行

委員の推薦並びに地区委員の推薦について。和歌

山県知事と市長訪問日は 11 月 26 日に決定致しま

した。中條会長と出席させて頂きます。次週は夜

間例会です。10 月 29 日（木）18：00～於、「華新」

多数ご出席下さい。チューリップリレーミーティ

ングを明日和歌山大学留学生房さんと行います。

花壇の耕うんと植付け作業に多数の学生さんのご

参加をお願いすることと和歌山大学祭における

「世界エイズデーキャンペーン」にご協力頂くこ

となど併せてご相談したいと思っています。リレ

ー卓話ではアボカドを育てるようになったいきさ

つや今日までの苦労、また無事生育し実がなる楽

しみなどお話させて頂きたいと思います。 
塩路良一様卓話内容抜粋---職業奉仕は自分の職業

を自ら研鑽するというロータリー独特の内容であ

りまさにロータリーの金看板と云われる所以で

す。クラブ創立時の『認証状』は６０年前と変わ

っておらず細部変化はあってもロータリーの心髄

は変わっていないと私は思っています。 
 
 

 
 
 

例会日 毎水曜日 12 時 30 分～13 時 30 分 

例会場 和歌山市中 639-6 

ラヴィーナ和歌山 ℡073-454-0010 

事務局 〒640-8156 和歌山市七番丁 26-1 

    ﾀﾞｲﾜﾛｲﾈｯﾄﾎﾃﾙ和歌山 2F TEL・FAX 073-432-1654 

 

会長 中條剛司   幹事 竿本秀雄 

クラブ会報（広報・ＩＴ）委員長  中井秀行 

クラブ会報（広報・ＩＴ）副委員長 中  弘 

四つのテスト 

 われわれがものごとを考え、言い、または    １）真実かどうか？   ３）好意と友情を深めるかどうか？ 

 為そうとする場合は、これに照合してから    ２）みんなに公平か？  ４）みんなのためになるかどうか？ 

2015-16 年度 国際ロータリーのテーマ 

 

「世界へのプレゼントになろう」 


